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10
月
提
出
の
競
書
の
写
真
版
全
作
品
は
、
10
月
22
日
（
木
）
よ
り
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

今月の最優秀作品

【新和様半紙】

九書　長谷川　裕美　線と造形の流
動美。二行目の文字の中心移動を
させながらの行の振幅の変化が独
創性あり、表現豊かな作となる。
	 （審査評　二宮　桂秀）

【かな半紙】

祥瑞　河野　愛子　漢字と仮名がよ
く調和し、練度の高い線に深い豊
かさが感じられる。上下の広い余
白が、日本の情趣を思わせてくれ
る作品。	 （審査評　岩浪　春鳥）

【漢字半紙】

百合　外山　香風　懐広く氣宇壮大、
潤渇肥痩豊かにして緩急自在に筆
を走らせ場中第一。墨色と余白が
織りなす調和が美しい快作。
	 （審査評　池田　知之）

【新和様条幅】
新
書
　宮
城
　康
湖
　「さ
夜
ふ
け
と
」
の
文
字
群
一
つ
を
見
て
も
、
字
の
大
小
、
太
細
、
濃
淡
が
あ
り
、
そ

れ
が
文
全
体
に
も
あ
っ
て
、
明
る
く
、
強
く
情
感
あ
る
作
品
と
な
っ
た
。	

	

︵
審
査
評

　東
仲

　遙
邨
︶

【かな条幅】
白
山
　松
岡
　清
翠
　畳
み
掛
け
る
力
強
い
筆
勢
が
魅
力
。
潤
渇
疎
密
の
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
引
き
締
ま
っ
た

「
か
こ
ふ
秋
霧
」
が
作
品
を
重
厚
に
ま
と
め
て
い
る
。	

	

︵
審
査
評

　川
島

　史
子
︶

【漢字条幅】
観
門
　菅
原
　愛
山
　落
款
に
至
る
ま
で
の
大
胆
な
字
形
を
、
濃
墨
を
駆
使
し
た
潤
渇
と
線
の
太
細
の
変
化

で
余
白
も
生
か
し
、
活
力
に
満
ち
た
秀
作
。

︵
審
査
評

　永
井

　香
樹
︶
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今月の優秀作品 漢字条幅・漢字半紙

　
　采
女

　  

熊
野

　素
心

　
　九
書

　  

垣
田

　理
恵

　
　書
学

　  

岡
田

　章
代

　
　茎
崎

　  

中
村
み
ど
り

　
　山
口

　  

大
嶋

　真
弓

　
　Ｙ
Ｓ

　  

栁
瀬
佐
代
子

　
　書
学
　  

細
川
　美
帆

　
　新
潟
　  

坂
井
　光
華

　
　書
学
　  

佐
藤
　郁
子

　
　佐
伊
　  

入
部
　一
代

　
　梧
星
　  

金
澤
　華
煌

　
　清
月
　  

小
林
　憲
一

　
　若
里
　  

佐
藤
　亜
美

　
　書
学
　  

宮
本
　佳
奈

　
　書
学
　  

髙
杉
　晶
子
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今月の優秀作品 かな条幅・かな半紙

　
　木
月

　  
荒

　
　恭
子

　
　欣
書

　  

民
部
田
鳳
春

　
　厚
木

　  

島
　
　美
和

　
　水
茎

　  

布
川
裕
美
子

　
　永
岳

　  

永
田

　千
夏

　
　水
茎

　  

吉
田

　和
子

　
　書
学
　  

渡
邉
　丈
洋

　
　書
学
　  

荻
田
有
香
子

　
　書
学
　  

濱
田
　愉
子

　
　松
寿
　  

友
澤
　留
美

　
　安
土
　  

松
尾
　安
樹

　
　和
　  

中
村
　珠
香

　
　書
学
　  

桑
原
　実
香

　
　玉
娥
　  

中
川
　昌
代

　
　藍
　  

園
山
　桜
雪
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今月の優秀作品新和様条幅・新和様半紙

　
　桃
林
　  

斎
藤
　江
葉

　
　こ
ず
　  

北
田
　愛
実

　
　に
じ
　  

尾
髙
早
帆
子

　
　水
茎

　  

大
井
以
知
子

　
　書
学

　  

藤
井

　顕
子

　
　紺
青

　  

下
澤

　克
予

　
　書
学

　  

笠
原

　玉
蘭

　
　小
諸

　  

篠
原

　智
巨

　
　仙
水

　  

川
口

　凜
々

　
　三
条

　  

佐
藤

　真
紀

　
　桜
塚

　  

田
中

　久
恵

　
　浜
　  

柴
崎

　紗
知

　
　加
茂

　  

西
潟

　春
香

　
　春
水

　  

伊
達

　宏
子

　
　書
学

　  

高
橋

　章
子
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林

　  
斎
藤

　江
葉

　
　こ
ず

　  

北
田

　愛
実

　
　に
じ

　  

尾
髙
早
帆
子

　
　水
茎

　  

大
井
以
知
子

　
　書
学

　  

藤
井

　顕
子

　
　紺
青

　  

下
澤

　克
予

　
　書
学
　  

笠
原
　玉
蘭

　
　小
諸
　  

篠
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　仙
水
　  

川
口
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条
　  

佐
藤
　真
紀

　
　桜
塚
　  

田
中
　久
恵
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柴
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　紗
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今月の優秀作品篆 刻 ・ 実 用 書

規
定	

「
晴
雲
秋
月
」
　
　審
査
評
￨
秋
山

　凌
雲

随
意
「
雅
人
深
致
」

書
学 

石
井
　孝
夫

均
整
が
取
れ
た
細
く
力
強
い
線
が
太

枠
と
美
し
く
調
和
し
て
い
る
。
引
首

印
と
し
て
実
用
性
に
も
優
れ
た
作
で

あ
る
。

書
学 

嬉
野
　満
利
子

墨
だ
ま
り
が
筆
意
と
深
い
味
わ
い
を

生
む
楕
円
の
変
型
印
。
外
郭
を
も
う

少
し
残
し
た
方
が
、
よ
り
安
定
感
が

増
し
た
で
あ
ろ
う
。

書
学 

宮
城
　康
湖

満
白
と
朱
白
相
間
を
効
果
的
に
取
り

入
れ
、
外
郭
の
よ
う
に
見
え
る
朱
の

残
し
方
が
絶
妙
で
あ
る
。
構
成
の
巧

み
さ
が
光
る
作
。

島
田 

田
村
　
　潔

章
法
に
優
れ
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が

美
し
く
保
た
れ
た
作
。
右
外
郭
の
切

り
方
が
等
間
隔
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

点
が
惜
し
ま
れ
る
。
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今月の優秀作品 細 字

佐野　  千葉　悦子

玉川　  山田　恒子

ちば　  吉村　まさ子

書学　  細川　美帆

ＹＳ　  栁瀬佐代子

書学　  桑原　実香
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今月の優秀作品篆 刻 ・ 実 用 書

規
定	

「
晴
雲
秋
月
」

　
　審
査
評
￨
秋
山

　凌
雲

随
意
「
雅
人
深
致
」

書
学 

石
井
　孝
夫

均
整
が
取
れ
た
細
く
力
強
い
線
が
太

枠
と
美
し
く
調
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し
て
い
る
。
引
首

印
と
し
て
実
用
性
に
も
優
れ
た
作
で

あ
る
。

書
学 

嬉
野
　満
利
子

墨
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ま
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筆
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深
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わ
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。
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外
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よ
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に
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朱
の

残
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が
絶
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で
あ
る
。
構
成
の
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み
さ
が
光
る
作
。

島
田 

田
村
　
　潔

章
法
に
優
れ
、
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が

美
し
く
保
た
れ
た
作
。
右
外
郭
の
切

り
方
が
等
間
隔
に
な
っ
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し
ま
っ
た
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が
惜
し
ま
れ
る
。
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今月の優秀作品 審査評一 字 書

規
定
（
霹
）
大
部
分
が
草
書
体
で
の
出
品
で
し
た
。
最
近
は
墨
色
の
汚
い
作
が
目
立
ち
ま
す
。

審
査
評
￨
立
川

　井
梧

随
意
（
ゑ
）
「
ゑ
」
の
平
が
な
が
多
い
で
す
が
「	

	

」
の
表
現
に
て
こ
ず
る
よ
う
で
す
。

審
査
評
￨
立
川

　井
梧

望
水
　辰
巳
　望
水
　漢
字
「
恵
」
の

気
風
は
、
惑
い
な
く
安
定
感
に
勝
る
。

左
傾
斜
は
気
掛
か
り
も
三
画
目
以
降
の

運
筆
の
気
運
は
印
象
よ
い
。
墨
色
に
濃

淡
の
変
化
を
求
め
た
い
。

九
書
　垣
田
　理
恵
　中
央
部
に
位
置

し
た
平
が
な
ゑ
の
形
態
は
、
下
部
に
重

厚
な
線
を
据
え
置
き
安
定
さ
せ
、
上
部

の
高
さ
を
支
え
る
タ
ワ
ー
構
想
。
作
意

を
感
じ
る
も
魅
力
的
だ
。

東
備
　延
本
　百
世
　長
鋒
筆
の
魅
力

は
、
細
線
の
柔
ら
か
な
味
わ
い
深
い
線

と
渇
筆
の
線
の
表
情
に
あ
る
。
こ
の
作

は
、
筆
圧
を
か
け
過
ぎ
な
い
と
こ
ろ
に

線
質
の
変
化
を
見
せ
た
。

九
書
　山
内
　静
香
　用
紙
は
二
番
唐

紙
。
墨
色
は
少
し
薄
く
て
も
よ
い
。
字

形
は
軽
妙
で
自
然
で
好
感
も
て
る
。
運

筆
の
速
度
、
筆
圧
の
変
化
良
好
も
、
途

中
線
が
飛
ん
で
し
ま
っ
た
。

九
書
　長
谷
川
裕
美
　大
胆
な
墨
量
と
、
極

端
な
筆
の
開
閉
に
よ
る
線
の
強
弱
の
変
化

の
表
出
は
、
明
と
暗
を
は
っ
き
り
さ
せ
立

体
感
を
引
き
出
し
た
。
余
白
と
の
関
連
も

面
白
い
作
。

兵
庫
　絹
川
　佳
苑
　筆
圧
に
俯
仰
の
リ
ズ

ム
を
与
え
た
線
は
、
方
向
、
長
短
の
強
さ

の
変
化
を
見
せ
多
様
で
あ
る
。
動
き
に
冴

と
躍
動
感
を
窺
え
る
。
再
考
は
終
筆
部
分

の
重
さ
。

伊
賀
　石
田
　春
代
　淡
墨
表
現
で
清
く
思

い
切
り
よ
い
作
。
そ
の
字
形
は
偏
と
旁
が

柔
剛
と
な
る
表
現
の
面
白
さ
に
あ
る
。
た

だ
し
、
淡
墨
の
平
面
的
な
表
情
は
軽
く
な

り
易
い
の
で
一
考
。

書
学
　木
村
　香
織
　硬
い
筆
が
特
徴
の
篆

書
体
で
あ
る
。
そ
の
文
字
構
成
は
随
所
に

接
筆
に
よ
る
線
の
組
み
合
わ
せ
の
呼
吸
を

も
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
荒
々
し
く
目

立
つ
表
現
の
作
。


